
水の事故ゼロへ。

地域のみんなで見守ろう。

山家駐在所だより 筑紫野警察署

令和７年７月号

毎年、全国で多くの水難事故が発生しています。

福岡県は夏のこの時期に集中して水難事故が発生しています。

その大半は、海や川でのレジャー中です。

ちょっとした油断が、大切な命を危険にさらすことも。

事故を防ぐためには、一人ひとりの意識と準備が何より大切

です。

気象・海象情報の確認

天気予報や波の高さ、潮の
流れなどを必ず確認する。

ライフジャケットの着用

川・海・湖などの自然水域では
必ずライフジャケットを着用する。

子どもから目を離さない

数秒でも目を離すと溺れる可能
性があるので、常に大人が付き
添い、監視役を決めておく。

飲酒・体調不良での遊泳禁止

判断力や運動能力が低下し、事故
に繋がる可能性が高い。

遊泳禁止区域では

遊ばない・遊ばせない

見た目が穏やかでも危険な流れがある場合
がある。また河川では、急な雨により増水
し巻き込まれることもある。


